


「成果普及講習 と「新年互礼会」を開催

「互礼会」 )に 鬱

、、ク
｛木

廃プラ削減と再資源化を再認識 （講習会）

工業組合は 2月6日午後、岐阜市内にあるグランヴェール岐山で「活路開拓調査・実

現化事業成果普及講習会」を開催、引き続いて「新年互礼会」を開催した。

「成果普及講習会」は、廃プラゼロの実現をめざして取り組んできた平成15年度活路

開拓調査・実現化事業の最終事業で、調査研究に携わってきた実行委員会メンバーに組合

員及び賛助会員の参加を得て「廃プラの排出削減と再資源化推進」の重要性を再確認した。

続いて開いた「新年互礼会」は、岐阜県はじめ関係機関・団体や賛助会員関係者を来

賓に招いて行なったもので、会場に集まった60人は和やかに交流と懇親を深めた。

社会的な信頼確保に…

日比実行委員長が挨拶

「成果普及講習会」は、昨年 7

月以来、調査研究に携わってき

た専門家委員、推進委員、協力

委員で組織する実行委員会を

代表して日比勝次委員長が「エ

業組合は 3年前にも同様の調

査を行なったが、とくに今回調

査では組合員企業の廃プラ減

量化と再資源化対策は、予想以

上に進んでいることが明らか

になった」と事業の成果を説明

した後「まとまったビジョン、

提言、事例集をもとに廃プラゼ

ロに取り組み社会的な信頼を

確保し、業界の健全な発展と振

興につなげていきたい」とする

あいさつで開始した。

続いて宮田事務局長が、まと
e, r、^？ つ` ‘^` べゞ‘く 、‘y、 ~ ~ 

まった「報告書」をもとに事業 上は成果普及講習会全景。下は新年互礼会で挨拶する大松理事長
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長屋岐阜県農林商工部商工局長のこ挨拶。和やかに交流と懇親を深めた新年パーティー

経過をはじめビジョンの要点など数々の調査結

果に、独自の分析を加えて説明した。

説明の中で宮田事務局長は「今回調査で①原

料樹脂の流れ②進む組合員企業の廃プラ削減と

再資源化対策③樹脂別分別回収の可能性ーーな

どの現況や可能性を把握できた。これをもとに

実現化ビジョンをまとめたが、大切なことは進

みつつある企業の廃プラゼロ対策を一段と厳格

なものとし、継続実施することこそ実現への

道」とし「なお一層、廃プラゼロ実現への意識

改革をもって事業を進めてほしい」と訴えた。

この後、講師の西谷吉憲・社団法人プラス

チック処理促進協会広報部長から『プラスチッ

ク処理の現状と課題』について話を聞いた。（講

演要旨は 4~5ページに紹介）

「転換期の風に期待を」
L 大松利幸理事長の新年こ挨拶 _J

新年互礼会は隣接のパーティー会場で開催、

まず大松利幸理事長が「新年に入って日本経済

の新たな問題は資源インフレで、経営者にとっ

ては喫緊の課題になっている。すでに原料樹脂

の一部は値上がりし、世界的に資源インフレの

到来が予測されている。それにわが国では 4月

から消費税制度の税額込みの総額表示が義務付

けられる余波もあって、資源インフレは避けら

れないと思う。したがって今年は“デフレから

インフレヘの転換期”になりそうだ。業界は、

これまでデフレの川中にあって苦しい経営を続

けてきた。このデフレからインフレヘの転換期

の風が、経営にとって良い風になってもらえる

ことを期待して進めていきたい」と挨拶した。

「米国の次はドイツヘ」
ピ長屋商工局長の新年こ挨拶ー」

また、来賓を代表して長屋岐阜県農林商工部

商工局長は「県内プラスチック産業は振興を重

ね、県経済に大きな役割を果たしてこられ、感

謝しているところです。県では地場産業の振興

には、海外へ製品を売り込むことが重要である

として、オリベを旗印に昨年ニューヨークヘ製

品を持ち込み、固有の文化と物づくりを PRし

てきました。今年はドイツヘ行き、日本の文化

と物づくりを売り込むなど、これを機会に海外

イベントなどプロジェクト活動を展開、貿易促

進による地場産業振興を図っていく方針で、ご

協力をお願いしたい」と呼びかけた。

二人の新年ご挨拶の後、来賓を紹介してパー

ティーに入り、一同は朝原岐阜県製品技術研究

所長の音頭で乾杯した。
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西谷講師の『プラスチック処理の現状と課題』

特徴を活かした開発や実用化進む
収集状態に応じたリサイクル法選択を

工業組合は活路開拓調査・実現化事業の成果普及講習会で社団法人プラスチック処

理促進協会の西谷吉憲広報部長を招いて講演を聞いた。西谷さんは活路開拓調査・実

現化事業の専門家委員として、リサイクルについての貴重な助言と全国資料を提供し

ていただいた人。講演は『プラスチック処理の現状と課題』をテーマに、現況、課題

からイメージ調査の結果まで幅広く話してもらった。次がその要旨。

中国の需要は世界第2位

〇…最近のプラスチック生産と需

要をめぐる課題の中心は、何といっ

ても中国の動向。世界の国別生産量

は①米国②ドイツ③日本④韓国⑤中

国の順。日本は年間1,400万％生産

し1,000万％消費している。中国は

というと、現在、中国政府が進める

調査では生産が1,700万％、消費が

2,600万％と、急速な伸びが予想さ
「プラスチック処理の現状と課題」で講演する西谷さん

れる。この生産と需要量は、米国に次ぐ世界 クル関連法は12法律を数え、世界で最も法制

第 2位。不足する約900万％は、日本などか

ら新材や廃プラなどのリサイクル原料を輸入

し、再利用でまかなっている。いまや中国の

動向は世界の驚異の的である。

0•••社会問題になっているのは量の多い一

般廃棄物。わが国全体の排出量は年間5,000

万％で、うち容器包装関係ごみは60%、うち

プラスチック容器包装ごみは容積で38％を占

める。従来の産業廃棄物に加え、こうした一

般廃棄物対策として「循環型社会形成のため

の法体系」が整備され、来年完全施行される

自動車リサイクル法を含めると環境・リサイ
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度が進んだ国になる。

進展する廃プラリサイクル技術

〇…プラスチックの特徴を活かしたリサイ

クル手法は①原料や製品へ再生利用するマテ

リアルリサイクル②原料モノマー化、高炉還

元剤、コークス炉化学原料化、ガス化、油化

などのケミカルリサイクル③最近盛んに行な

われているセメントキルン、ごみ発電、固形

燃料化などエネルギーとして回収するサーマ

ルリサイクルーーがある。

最近の注目技術や実用化されたケースを紹



.--------------------------------------------------------------------------------―' 

i 全事業終り集大成の報告書と要約版を発行 ： 

タイトルは「廃プラゼロ実現めざす」

工業組合の本年度事業『活

路開拓調査・実現化事業』は

全事業を終わり、 2月 6日の

成果普及講習会を前に事業の

集大成である『事業報告書』

を発刊（右の写真）した。内

容は①事業の主旨と経緯②調

査研究事業の成果③関係資料

からなる A4版105ページで全

組合員企業と関係先へ配布し

た。同時に報告書の要約版

Xず

5 ¥it',1 -7 ,9ゼロぶ）
ヽ{}itd)し

'`' 
訟＇，'駆）プラブ、キ＇ック

業1/ト

(A 4版、 16ページ）も発刊、研修用資料として活用することにした。

報告書の表紙は「廃プラゼロ実現めざす岐阜県のプラスチック業界」をタイトルとし、

廃プラゼロ対策への取り組みと廃棄物処理・資源化展を紹介する 4コマの写真で飾った。
I I 
---------------------------------------・鰤囀”---------・呻鴫”-----------------------------

介すると、マテリアルでは壁紙や農業用ビニ

ルを溶剤分離して塩ビを造り直したり、木材

と廃プラを混ぜた合成木材、廃プラを芯材に

三層構造のパネルの実用化がある。

ケミカルでは廃ペットを粉砕処理してモノ

マー化し、再びペットヘ利用するBtoB方式

の工場が徳山（年 5万％）と川崎（年2.7万％）

で稼働する。昨年回収した廃ペットが22万％

だから、先行きは廃ペット不足になるだろう。

ポリスチレンの場合もモノマーヘ戻すテスト

プラントが動き始めている。高炉還元ではガ

ス化に始まり、ロータリーキルンによる塩ビ

高炉原料化、産学共同開発の電磁波照射法に

よる脱塩素化技術、さらに油化した後、ナフ

サ精製の実用化も進んでいる。このほかサー

マルのごみ発電、廃プラ発電、セメントキル

ンヘの実用化はすでに各地で盛ん。

今後の方針としては「天然資源の保全と環

境負荷の低減」を原点として「社会的コスト

の低いこと」「廃プラの収集された状態に応じ

て適切なリサイクル方法を選択して使い分け

る」ことが肝要である。

イメージは便利で身近で役立つ

〇…最後にプラエ連の「プラスチックイ

メージ調査」を紹介すると。全国2,000人を対

象にした調査で、プラスチックは「便利」そ

の印象は「身近で役立つ」処理方法は「分別

収集」環境へのやさしさは「今後の課題」な

どと、関係者に励みになる結果が出ていた。
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『成形用金型』『ブロー成形』の技能検定

大学校とコダマ樹脂（株）で実施
学科試験の後、合格発表は 3月23日

工業組合は、例年どおり県職業能力開発愉会から「プラスチック成形用金型製作作

業」と「ブロー成形作業」の技能検定実技試験を受託、実施した。いずれも平成15年度

後期の技能検定試験で、金型製作作業は揖斐郡大野町にある東海職業能力開発大学校で、

ブロー成形作業は安八郡神戸町のコダマ樹脂工業咋本社工場で行った。この後、学科試

験があり、 3月23日に合格発表が行なわれる。

なお、職業能力開発協会事業として「プラスチック成形用金型製作・特級」と「プラ

スチック射出成形作業・特級」の検定試験が行われた。

金型受検者 5人
しー 1 級はなく全員が 2 級—二

「成形用金型製作作業」は 2月15

日、職業能力開発大学校の加工技術

センターで実施した。今年の受検

者は 2級ばかり 5人で、 1級受検者

はなかった。

2級の検定内容は「成形用金型に

必要な R加工、溝加工の作業要素を

盛り込んだ課題を、竪フライス盤の

手動操作と手加工で、 4時間以内に

製作する」ことが検定内容である。

採点厳しく検定員の目光る

作業開始と共に受検者 5人は、素

材（鋼材 S50C) を所定の寸法にフ

ライス盤を使用し、磨き面のみ平面

加工したうえ、仕上げ砥石で手加工

による磨きを行い、最後に研磨紙で

仕上げ、防錆処理を行なった。

職業能力開発大学校で行った成形用金型製作の実技検定

実技の採点では①工作物の位置替え時、刃物

の回転を停めない②工作物を落とした③測定器

や工具を放置したまま機械を運転した一ーなど

の場合は減点対象になるので、検定委員の目が

光り、受検者は緊張そのものだった。
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コダマ樹脂観本社で行なったブロー成形作業の実技検定

レンとポリプロピレンの熱可塑性樹

脂を用い、ブロー成形機により円筒

ボトル (50個ずつ）を製作、成形品

の内容量と成形収縮率計算票及び材

料歩留まり率計算票を製作する」。

2級は、 2時間30分以内に「高密

度、低密度 2種類のポリエチレン樹

脂を用い、ブロー成形機により円筒

ボトル (20個ずつ）を製作する」の

が内容である。

使用したブロー成形機は口径50%

の小型機で 1、2級とも午前と午後

に分かれてポリエチレン、ポリプロ

ピレン樹脂のボトル（高さ213ミリ、直

径58ミリ）を製作した。

円筒ボトルは「重量が30空、

も＋ー0.5炉以内の精度で成形しな

ければならない」

しか

とあって受検者は

成
形
後
一
個
一
個
重
さ
を
測
定

成形して各個を計量
L ブローは 1級3人2級l5人受検ー」

「ブロー成形作業」は 2月2日から土日を除く

9日間、神戸町末守にあるコダマ樹脂工業峠の

本社ブロー工場で実施した。

1個ずつ計量器にかけて測定するな

ど、真剣な表情で作業していた。

昨年度の後期検定技能試験は、プラスチック

成形特級で 1人、金型製作作業 2級で 5人、ブ

ロー成形では 1級が 1人、 2級で13人、機械製

図CAD作業で 1人が合格している。

青年部も新年会で初顔合わせ

工業組合の青年部は、 l月17日岐阜市内

にあるスポーツパルコで新年会を開いた。

今年の初顔合わせで、林敬一郎部長らが参

加、懇親を深めた。

今回は講話はなかったが、新年度の事業

について話し合い、

て情報交換した。具体的な研修先は次回に

とくに研修旅行につい

受検者は 1級 3人、

定内容は、

2級15人の合計18人。検

1級が 3時間30分以内に「ポリエチ

決めることにした。

- 7 -



I工業組合員企業の全体規模と現況を把握 I

組合員企業の総人 は4,610人

三大加工品目 「自動車部品」 「日用雑貨品」 「家電製品」

工業組合が実施した活路開拓調査・実現化事業の中で、全組合員企業を対象に行なっ

たアンケート調査と委員による調査研究の成果の一つとして「工業組合全体の規模と現

況」を把握することができた。増減は平成12年の社会要請対応円滑化支援事業と比較した。

それによると、組合員企業の総人数は「4,610人、県内プラスチック業界の約31%」ま

た組合員企業の三大加工品目は「自動車部品、日用雑貨品、家電製品」さらに成形加工

用の原料樹脂使用量は「新材115,130%、再生材は15,233トン」にのぼることがわかった。

事業別では着色、再生、組立、金型の各業種

業界全体のウェートは31％占める

まず、アンケート調査の集計結果で明らかに

なったことは、工業組合の企業規模。 96全組合

員の役員数は321人、従業員数は3,163人、これ

にパート数1,126人が加わって、組合員企業の総

人数は4,610人にのぼる。

県内プラスチック業界に占めるウェートは、

企業数で約12%、総人数では約31％にも達する

ことになる。さらに事業部門数（複数）をみる

と、成形加工84、着色加工10、原料再生12、組

立印刷11、金型製作9となり、成形加工の単一

事業にとどまらず多角化・兼業化が進むなど、

規模・事業内容の

整った企業で構成さ

れているといえる。

地域別では岐阜、

西南濃で減少し、各

務原、中東濃で増加

した。規模別では 1

~19人規模が8企業

減り、 20人以上が 7

企業増えている。

とも増え、全体的には成形加工が、単一事業に

とどまらず兼業化・多角化傾向にある。

規模別にみると、 1 ~19人規模はほとんどが

成形加工を専業とし、 20人以上規模では何らか

の兼業化・多角化を進め、とくに金型製作には

じまり、成形加工後の組立印刷まで一貫生産を

めざす企業が増えている。

日用雑貨後退、自動車部品トップ

生産加工品目（複数回答）は「自動車部品」

「日用雑貨品」「家電部品」が三大生産加工品目

で、前回調査と変わりはない。順位を見ると①

ー一圏域を加味した阻域別企業数と規模別構成と総人員（役員、従皐具パート総数）

地域 企業忍 地域に含まれる市と郡 企業数 規模別の人数 総人員

昌：：門 :4:：ロロー：：4

6
人
4
 

4
 

中濃 34社 関、美濃武儀、郡上 1 1~19A l76人 l,97l 
東濃 6社 美濃加茂、可茂、恵那 40社 20履上 1795人 1 人

地域グループは、地形と圏域を加味して 1~19A 471人 4,610 
主力工場の所在地をもとに振り分けた。 1 合計 1 20人似上 4,139人 1 人
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自動車部品

②日用雑貨

品③家電部

品④電機部

品⑤建築部

品ーとなり、

組合誕生い

らいトップ

を保ってき

た「日用雑

貨品」は後

規模別に見た組合員企業の主な生産品目ベスト10

工業組合全体 1 ~19人

①自動車部品 ①日用雑貨品

②日用雑貨品 ②自動車部品

③家電部品 ③家電部品

④電機部品 ④事務用品

⑤建築関連 ④建築関連

⑥電子部品 ④刃物関連

⑦原料再生 ⑦電子部品

⑧機械部品 ⑧原料再生

I I ⑧事務用品
⑨機械部品

⑧各種容器 ⑨電機部品

退し「自動車部品」と入れ替わった。県内成形

業界は自動車産業の一端を支えている。

規模別では l~19人規模と中濃・東濃地域で

は「日用雑貨品」がトップ「自動車部品」や

「家電部品」は規模、地域を問わず製造する企

業が目立つ。全体では「電子部品」「各種容器」が

増えて「電機部品」「事務用品」「建築部品」「包

装資材」が減少した。

横型成形機828機、ブロー 124機

成形加工設備は、一般的な横型射出成形機が

828機、金属などのインサート成形に使われて

いる竪型射出成形機20機の合計848機。次いで

20~39人 40~59人 60人以上

①自動車部品 ①自動車部品 ①自動車部品

②家電部品 ②家電部品 ②電機部品

③日用雑貨品 ②建築関連 ③家電部品

④電機部品 ②日用雑貨品 ④電子部品

⑤金型製作 ②刃物関連 ④機械部品

⑥各種容器 ②原料再生 ④各種容器

⑥食品関連 ②着色配合

④原料再生連品n口n ⑧機械部品 ⑧電機部品 ⑧建築関

⑧刃物関連 ⑧事務用品 ⑨発泡製

⑧包装資材 ⑧包装資材 ⑩事務用

多いのはブロー成形機で124機、押出成形機が

92機、真空・圧空成形機が78機の順。成形加工

機の総所有機数は1,279機で、前回調査に比べる

と42機増えている。

新材樹脂の使用量は115,130トン

年間樹脂使用量は成形用が新材115,130%、再

生材15,233%、合計130,3631-::,,にのぼる。前回の

約27％増に当たる28,264％も増加した。組合員

企業の大型化 (20人規模以上が40企業から47企

業に）と事業規模拡大が着実に進んでいるから

といえる。

麟酪

80, 

組合員の規模別の主な原料樹脂

再生加工用の原料移入量は、全体で46,295%

で、また、着色配合用の樹脂使

用量は成形加工側の需要増も

70 

60 

-5 0 

40 

30 

20 

1 0 

規模別『～19人胃人以上

Eコ
組合全体

あって31,398％で、前回調査に

比べると約42％も増えている。

環。 札I切葡蜀） 舷り籾mABS扉・fFR P PETナイn) 開』

使用樹脂の種類は、やはり汎

用樹脂に集中している。使用

樹脂の「ベスト 5」は①ポリプ

ロピレン②ABS樹脂③ポリ

エチレン④ポリスチレン⑤ポ

リカーボネートーの順で、これ

にナイロン、メタクリル、塩化

ビニル、 PETが続いている。

- 9 -



『経営環境』と『経営課題』の調査結果

業界の将来、過半数が先行困難

経営課題は受注先確保にコスト改善

活路開拓調査・実現化事業を推進していた工業組合は、昨年 8月に行なった「アン

ケート調査」の中で、全組合員対象に『経営環境』と『経営課題』の調査を実施した。

それによると『経営環境』では「業界の将来」は過半数企業が「先行き困難」と回答、

また『経営課題』では、景気動向を反映し「受注先確保、コスト改善、設備改善」がめ

だった。この 1月に日銀名古屋支店が発表した中部 3県金融経済事情では「全体として

回復過程にある」の判断を示したものの、景気の本路回復への道程はまだ遠そう。プラ

スチック成形加工の経営環境に、まだ明るさは広がってこない。

景気不振が大きく影響する プラスチック加工業の経営動向はどんな状況か。 （企業数）

《企業の経営環境》調査時点での 規模 19人以下
I 

20人以上
設問 の企業 I の企業

経営環境を聞いてみると、やはり長

引く不況が大きく影響したのか、環 現在の

境悪化の回答が目立っている。 受注状況は

「受注状況」「引き合い」では、規

模19人以下の多くが「悪い」と訴え、 現在の

規模20人以上と成形加工以外の業 引き合いは
: 29 I低調 i 12 II 低調

種で「普通」と答えている。とくに
低調 I 41 

「受注状況は悪い」とする企業は組
過剰

工場の
: 411 過剰 : l 2 

合全体では50％に達している。
適性 適性 66 

設備状況は

「設備状況」では、規模や業種を問
不足 不足 17 

： 

わず「適性」としている。しかし規
黒字 黒字 i 12 

企業の

模19人では不足より過剰とする企
鼓トントン 31 鼓トントン 31 鼓トントン ：62 

採算性は

業が多く、規模20人以上では多くの
赤字 16 赤字 5 赤字 21 

企業が不足と答えている。 海外進出や 磯不噂変 IOll I 不今携:変, ： 1 18: 11 今不後は変9 

; 18 

海外企業の : 30 

小規模ほど収支悪化が多い
J 影響は

囀明るい 2831 す明ではる9い 19 l1口明はる9し 47 
また「採算性」についても「収支

成形加工と
、! 4 

トントン」と答える企業が大半を占 関連業界の 不変
将来性は

: l4I 不変 i 18 II 不変 : 32 

めているが、規模19人以下の企業で 困難 : 32 I 困難 ! 27 II 困難 i 59 
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は「黒字」 2企業に対し「赤字」は予想以上に

多く 16企業もあった。規模20人以上の企業では

「黒字」企業が比較的に多く、成形加工以外で

は「黒字」「赤字」ともに少なく大半が「収支卜

ントン」でいけるとみている。

「海外進出」や「海外の影響」は、成形加工で

は多くの企業が「すでに影響」とし「業界の将

来性」についても成形加工では、過半数企業が

業界の先行きは「困難」としている。

廃棄物問題は3位から 5位に後退

《企業の経営課題》悪環境の中で現在取り組

んでいる経営課題を聞くと、組合全体では①受

注先確保②コスト改善③設備改善④新製品開発

⑤廃棄物処理問題ー一の順になり、やはり経営

動向と関連して受注先の確保やコスト改善は第

一番の課題になっている。

景気動向を反映して受注先確保、さらには採

算性の悪化を防ごうと、コスト改善や設備改善

に取り組む経営姿勢が、かなりクローズアップ

されている。前回調査で 3位にランクされた廃

棄物処理問題は、今回 5位へ後退したが、規模

20人以上では前回同様3位、規模19人以下では

同率4位にランクされていることからみて、廃

棄物への関心が薄れたわけではないといえる。

19人以下では後継者問題も課題

規模19人以下では①受注先確保②設備改善③

コスト改善④新技術の導入、新製品開発、廃棄

物処理問題⑤後継者問題ーーとなる。規模20人

以上では①コスト改善②新製品開発③設備改善、

廃棄物処理問題、受注先確保④新技術の導入⑤

管理者確保、海外生産への対応ーとなり、規模

の違いで取り組む経営課題は異なる。

経営課題別にみると、規模19人以下では後継

者問題が、規模20人以上では技術者確保と海外

生産への対応が目立ち、工場新増設では 2企業

ずつ、組合全体では 4企業あった。（前回とは

平成12年に行なった調査結果）

産廃不法投棄量は急増
し—平成14年度・環境省の全国調査ー」

環境庁がまとめた平成14年度の「産業廃棄物

の不法投棄状況」によると、全国の年間投棄件

数は934件と 5年ぶりに一千件を割ったが、量

では約32万ルと、前年度の約24万％を大きく上

回り不法投棄は大型化しつつある。岐阜県の場

合は、 2件、 752％とまずまずだった。
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事務局だより

会員と事務局を結ぶページ

□地方の景気はまだまだ厳しさが••ロ

「新年互礼会」と「活路開拓調査・実現化事

業成果普及講習会」へのご出席ありがとうござ

いました。新年初行事は「成果普及講習会」と

の併催となりあわただしさもありましたが、来

賓、賛助会員を招いての賑やかなパーティーで、

和やかに懇親を深めることができました。

やはり話題は景気の間題で「大企業や中央の

景況感は回復基調にある」というものの「地方

の経営環境はまだまだ厳しいものがある」とい

う見方が組合員の大半を占めていました。

□新年度総会は 5月21日開催します口

工業組合は 2月6日の成果普及講習会、新年

互礼会に先立ち今年最初の理事会を開催（右上

の写真）しました。議題の中心は新年度総会

（第36回通常総会）の開催日と運営方法で、協

議の結果、 5月21日（金）に岐阜グランドホテ

ルで開催を決めました。予算、決算、事業計画

などの提出議案は 4月16日（金）に開催予定し

ている次回理事会でまとめることにしました。

総会では例年どおり「記念講演」と「技能検

定合格者の顕彰」なども予定しております。詳

細は後日、文書でお知らせします。

ポリエ千レン

スミカセンR
塩化ピニル樹脂

スミリットR
エチレン酢駿ピニル共重合樹脂 メタアク'|ルシート

口産学官共同研究の助成企業を募集口

詞岐阜県研究開発財団は「産学官共同研究助

成制度」の対象企業を 4月5日まで募集してい

ます。対象テーマはメカトロニクス、新素材な

ど先端技術や環境保全機器で、大学や県の試験

研究機関と共同で研究開発する場合に限られま

す。助成額は事業費の 3分の 2以内、年間で

500万円まで、審査会を経て決定されます。詳

細は各務原市須衛の財団技術振興部まで。

岐阜県のプラスチック

2004年 第175号
平成16年3月 1日発行

発行岐阜市六条南 2丁目11番地 1号

（岐阜産業会館4階）

電話(058) 2 7 2 - 7 l 7 3 

FAX(058) 2 7 6 - 1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者宮田 富

熱可塑性エラストマー

住友RTPE
合成ゴムSBR

エバテートR スミペックス⑪ 住友RSBR
ポリプロビレン

住友ノープレンU

ボリスチレン樹脂

エスプライト

メタアクリ Iし樹脂

スミペックス~Bil!
高密度ポリエチレン

スミカセンハード

合成ゴムEPR

エスプレンn
エチレン酢酸ピニル
塩化ピニル共重合樹脂

スミグラフト怜

住友化学工業株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ピル）

電話 <052>201-7571 
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IJ 
プラスチック業界の飛躍めざそう

2004年新春

岐阜県プラスチック
工業組合役員一同

‘“
 

の買詈＇臀ワ

岐皐フヲ天子又フ工業株式会社

取締役社長 大松利

本 社 岐阜市神田町 9丁目 25番地（大岐阜ビル6階）
〒500-8833合〈058〉 265-2233（代）

生産本部各務原市前渡東町 4丁目 2 2 2番地

〒504-0922．合〈0583〉 86-9311（代）

雹）コ 樹脂工業株式会社

代表取締役社長児玉俊一

本社岐阜県安八郡神戸町末守37 7の 1
電話〈0584〉27-4141

支店東京 、 大 阪

営業所本社、横井、福岡、仙台

工場本社、横井、熊本、栃木、池田

ポリエチレンチュープ

農業用ポリエチレンフィルム

蹂東海ポリエチ工業所
代表取締役社長大野 賓

本社工場

名古屋営業所

浜松事務所

岐阜県羽島郡岐南町野中 〒501-6004

［欠支闘蹂；；i9二1ili雷（代）

名古屋市西区城西5丁日5番4号〒452-0841
TEL (052) 521-9296番（代）
FAX (052) 5 3 2-166 4番

浜松市入野町6056 〒432-8061
TEL (053) 4 4 7 -2 5 1 1番（代）

FAX (0⑱)447-4248番

合
業務用食器ー式・製造卸・治工具金型殷計製作

大垣プラスチック工業株式会社

代表取締役社長日比勝次

本社 岐阜県大垣市大島町2丁目 394番地

TEL <0584> 8 1 -l 3 4 7囮

営業所 名古屋市西区城西3-15-33

TEL <052> 9 3 2 -3 9 4 5囮

アテ

代表取締役社長

業闘

下野 利昭

●本社・工場 岐阜県関市下有知5601番地の1
TEL (0575) 24-2424（代表）

〒501-3217 FAX(0575)24-0567 

株式会社川瀬樹脂工業
エンジニアリング
プラスチック成型加工

代表取締役川瀬保雄

E-mail:sunthree@he.mirai.ne.Jp 
URL:http://www.mirai.ne.jp/~sunthree/ 

〒503-0011 岐阜県大垣市曽根町1丁目686番地

TEL : 0584-27-2256 FAX : 0584-27-5956 

岐阜産研工業跨

代表取締役

樹脂事業部

ギフト事業部

キャスター事業部

本社・工場

林貢一郎

射lli成形押出成形

ギフト商品卸販売

キャスター製造販売

〒501-0555 岐阜県揖斐郡大野町

大字公郷1403番地

TEL(0585)35-2511 
FAX(0585)35-2327 
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岐阜技研ポリマー

株式会社

取締役会長 篠田

岐 阜市岩地 8-7-15 

TEL 〈058〉 246-2541

FAX 〈058〉 246-2081

哲

技術と工夫で

価値あるものを…

シーシーアイ株式会社
代表取締役社長岡部修二

・岐阜県関市新迫間 12

TEL(0575)24°4111 FAX(0575)24-4199 

パス・刷空機・車輌・舟洲l月J各種J屯席、断空機部品
酋北プラスチ・ノクス、太附温水郡

〇天龍工業株式会社

代表 取 締 役 社 長 福 西 紀 雄

本 社岐阜県各務原市蘇原興亜町 4丁目 1番地

TEL 〈0583〉 82-4111（代）

叫 cりiman-kmeico.. ltd. plastic products 

八幡化成株式会社

代表取締役 高垣美代子

〒501-4204 岐阜県郡上郡八幡町旭182番地

TEL(0575)67-1175（代） FAX(0575)65-5150

c 

射出成形、並びに金型設計製作

株式会社

斎藤プラスチック工業所

代表取締役社長 殊f崩§ 身さ 廿i

〒501-3911

岐阜県関市肥田瀬648-6
TEL (0575) 22-5678（代）
FAX (0575) 24-5438 

ポリエステル、ナイロンをリサイクルする

タナジン⑪ （ナイロン樹脂）

サイクリーンRアラフノンRボビン資材回収

◇嵩安株式会社

代表取締役杜長 ・高 安： 翡t英

http:/ /www.takayasu-rf.co.jp 

本 社〒の4-0828 各務原市蘇原村雨町3--47'fl'0583-82-2231

坂祝工場〒505-0071 加茂郡坂祝町黒岩1516合 0574-26-4171
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株式会社二こッ十2キ；

代 表 取 締 役 石 原 良 美

本社・工場

〒503-0641 海津郡海津町内記194

TEL(0584)53-0238 

F AX(0584)53-0359 

各種プラスチックシート真空成型加工

.Il0-/L化成品樟式会社
PEARL CHEMICAL PRODUCTS CO.,LTD. 

代表取締役 杉山元彦

本社工場 〒501-0473 岐阜県本巣郡真正町温井 243-8
TEL (0583)24-9155的 FAX(0583)24-6221 

管理本部〒500-8256岐阜市八坂町 40番地の 1
岐阜工場 TEL (058)271--0861（団 FAX(058)275--0釘0



＇ MUTO~ :訂武醐化成工業所

代表取締役 菰：藤幸平

岐阜県武儀郡武芸川町跡部井口781〒501-2605

TEL〈0575〉46-3711 FAX〈0575〉46-2285

Amーロ〇
ムトー精工株式会社

代表取締役田中 肇

本社工場 〒509-0147岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-60-1

TEL (0583) 71-1100的 FAX(0583) 82-4365 

本社工場 〒509-0147岐阜県各務原市鵜沼川崎町1-93

TEL (0583) 83-8311的 FAX(0583) 83-1516 

プラスチック原料販売

再生材料・瘤色・委託加工

有隈会社 匁廿オ才封脂

代表取締役 久世幸博

〒503-0008 大垣市楽田町3丁目29番地

TEL (0584) 81-6138（代）

81-5785 夜間

FAX (0584) 81-2260 

信頼できる高品質づくりをモットーに

禽
り
，

9 化
代表取締役宇野 隆

本社 山県郡高富町大桑4370
TEL (0581) 27-Zlll 
FAX (0581) 27-2915 

WWW.tokaikasei.cojp./lndex.htm 

-

三菱化学と東燃化学との創造的な出会いから生まれたポリケムは、平成 8年
9月員を創るトータル・ポリオレフィン・カンパニーをめざしスタートしました。

ポリオレフィン樹脂のスペシャリストとして、国内では最大、世界でも有数の規

模を誇るポリケムは、四曰市・川崎・水島の 3技術センターのそれぞれの特長

を活かし、多種多様で高品質のポリケム・バリューをお届けしてまいります。

技術と信頼の証ノパテック・

NO爪底・

NOVAは「新星」。
ボリケムは、常に先造の技術革新に取り組み、最新・

最良の品質のポリオレフィン樹脂『1バテック

(NOVATEC)』をお届けします。、r日本ポリケム株式会社東京都千代田区有楽町1-10-1 有楽町ピル〒l00
TEL 03-3187-80IO FAX 03-3187-8040 

高密度ポリエチレン ノパテックHD
低密度ポリエチレン ノパテック•LD

直鎖状低密度ポリエチレン ノItテック'LL
直鎖状低密度ポリエチレン~ノICテックC6

エチレン一酢酸ピニル共重合樹脂ーノバテックEVA
ポリプロビレン ノパテックpp
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1S09001: 2000・1S014001認証取得

が
NISSEI 

一
User Friendly Concept 

電気式射出成形機

新エルジェクトNEXシリーズ

「---
1 いま、生匿硯湯訊取組んでいる瓢暑••

〇歩留まりの向上
「成形bllI：の安述・追求」 (11炉々発'tする成形1浪を熊くしたい）

●生匿性を高める
i「,、・•也．イサイクル・閥和1i•1沿唱竹・悩耐久」

．釦型を守る
i「成形1,1:1挟み込みによる破担を無くしたい」

〇成形領域の拡大
「射lli贔性能化・多彩な成形制御プログラム」

＇作業者穎境の改善
「操作性の改惇・作業紺様の改悴」

●間接作藁時間の短縮化
「段取り粋えIメンテナンス作業の廊ぷ化」

〇将来を見据えた取組み
!「成形ノウハウの組柏・楕築、ネットワーク化」

射出成形機・金型・金型製作ソフト・成形支接システム

-=-『-――-―――_-―ニ＿―-_＿―――― R
 日精樹脂工業株式会社

璽名古屋営業所名古屋テクニカルセンター／テ485.(J)39愛知嗅小牧市外堀2-167合 (0568)75.9555（代）
麗岡崎出張所／〒444船 58愛知県岡崎市上六名4.卜8三剛ピル1Ftt (0564) 52-1430 
圃三重出張所／・子5l4-(J824三重県津市神戸横田203-4も (059)224-0715 

園本社工場技術研究所／’〒389-0693長野県埴科郡坂城町南条2110ft(0268)81-1050（営業部）

ehttp : / /www.nisseijushi.co.jp 

＠株式會社名機裂ft肝悶蒻竺盟―ー：：ば悶悶］芯霊芹塁悶霜悶
http://www.meiki-ss.co. jp 岐阜出張所〒501-6001岐阜県羽島郡岐南町上印食8-1048〈058〉247-2674(ffl
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”,'三菱化学株式会社 東京都千代田区丸の内2-5-2〒100（三菱ヒルティング） Telephone:03-3283-6274（タイヤルイン）

置畔豆口巳一 1||||II|||II||I||1|II|||||| |||||| |||| || ||||1|||||||| |||||1|II|1||||1| 1|||II||II1|||II||11』-
i

i

 

゜な機能をプラス

信越シリコーン

信越化学工業株式会社
〒450-0002名古屋市中村区名駅4-27-23名古屋三井ピル東館

古屋支店シリコーン部 (052)581-6515
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キッチンウエアはいつも清潔にしておきたい。

そんな要望にお応えして、リスは「より洗いやすい」形状と素材を開発しました。

キッチンウエア

3初 Point

ヽ 伽Ulコ株式会社

．．．．．．曇●●鬱．．．曇•曇鬱．．．．．．．．鬱曇••·●．...曇.

岐阜プラスチック工業株式会社 岐阜プラスチックグループ

●本社：岐阜市神田町9丁目 25番地 ●リスパック株式会社 ●リスエンジニアリング株式会社
TEL : < 058 > 265-2233 ●リス株式会社

●リス興業株式会社


